

























































































































American Dictionary of the English Language” 初版
は 1828年刊）を参考にしていた。
⑦ 体例…文彦が『言海』巻頭の「本書編纂ノ大意」の中で、
「普通辞書の体例」という言葉を使用しており、これ
を指すか。一般的には「物事の全般とその細則」「文
章の形式、詩文の体裁」（『日本国語大辞典』）。ここで
は「辞書の一定の様式」の意か。
⑧ 「わかどしとり」…実際に『言海』の「若年寄」の項
には「わかどしとり」とある。
　本書簡は、美妙が初めて編纂した辞書『日本大辞書』に
関連する資料である。
　書簡の相手である大槻文彦（1847－ 1928）は、仙台藩
の漢学者・大槻盤渓の三男で、国語学者である。文彦が編
纂した『言海』は、近代的国語辞典の祖とも評される画期
的な辞書で、刊行当時には人々に歓迎され、多くの学者、
文学者等にも衝撃を与えた。それ以降、『言海』に刺激され、
影響を受けた国語辞典が数多く出版されることになるのだ
が、その中でいち早く辞書作りに挑んだのが美妙であり、
『言海』に続く国語辞典として刊行されたのが『日本大辞書』
であった。
　この様に『言海』刊行直後に編纂されたこと、また辞書
の中に『言海』の名前が幾度も登場し、批評を下している
ことから、『日本大辞書』は『言海』の影響下に編纂され、
競争心、批判の上に成り立ったものと考えられてきた。そ
のため従来の研究では『言海』との比較に焦点を当てた論
考が散見されるが、美妙と文彦の間柄についてはこれまで
言及されてこなかった。本書簡は、その点を補い新たな側
面を知り得る貴重な資料といえる。
　一見謙虚な文面の中に垣間見える強気な態度や、まわり
くどい言い回し、末尾に文彦の些細な誤植を指摘するとこ
ろ、特徴的な文字など、この書簡には美妙らしさがよく表
れていて、大変興味深い。ここでは詳しく紹介することが
できなかったが、今後は文彦から美妙に宛てた書簡や同時
代の周辺資料等を併せ調査することで、美妙と文彦との関
わりやそれぞれの辞書への思い、そしてこの書簡の意味を
探っていきたいと思う。
　近年、『山田美妙集』（臨川書店、2012～）が刊行され
るなど、改めて山田美妙に対する評価が見直されている。
本資料を含む当館に収蔵される美妙関係資料も、こうした
研究に一層広く活用されていくことを願いたい。
　最後に、本資料を翻刻するにあたり、ご指導、ご協力く
ださった皆様に感謝申し上げます。
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